
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高
騰に対する特別加
算

香南市くらし応援クーポン事業（第2
弾）

①物価高騰の影響を受けている市民の負担を軽減すると
ともに、地域経済の活性化と市内事業者の支援へと繋げ
るため、食料品等の購入に使用できるクーポンを配布す
る。（一人あたり12千円）
②補助金、事務費
③商工会補助金405,960千円（補助金内訳：クーポン換金
原資390,000千円＝12千円×32,500人、役務費13,785千
円、臨時職員人件費2,175千円）、委託料11,608千円、役務
費7,323千円
④市民（約32,500人）

R8.1 R8.4以降

2

⑤医療・介護・保育
施設、学校施設、公
衆浴場等に対する
物価高騰対策支援

介護サービス事業所物価高騰緊急対
策給付金

①原油価格及び物価高騰の影響を受ける香南市内の介
護サービス事業所に対して、その影響を緩和し事業の継
続を支援するため給付金を支給する。
②給付金
③給付金3,375千円（基準日7月1日_小規模多機能型居宅
介護：50千円×１事業所、認知症対応型共同生活介護：50
千円×９事業所、地域密着型通所介護：25千円×12事業
所、認知症対応型通所介護：25千円×１事業所、居宅介
護支援：25千円×12事業所、基準日10月1日_小規模多機
能型居宅介護：100千円×１事業所、認知症対応型共同生
活介護：100千円×９事業所、地域密着型通所介護：50千
円×12事業所、認知症対応型通所介護：50千円×１事業
所、居宅介護支援：50千円×12事業所）、Cその他：ふるさ
と応援基金繰入金、一般財源相当額。交付限度額超過の
ため。
④市内介護サービス事業所

R7.6 R8.3

3
⑧地域公共交通・物
流や地域観光業等
に対する支援

香南市たまぁるかデジタル商品券事
業（物価高騰対策）(R6国補正分）

①連続テレビ小説「あんぱん」の放送、高知ものべがわエ
リア観光博「ものべすと」開催による本市の経済効果を高
めるため、香南市内で利用できるプレミアム付デジタル商
品券を発行し、市内外からの観光客等を広く取り込むとと
もに、昨今の物価高騰に伴い影響を受けている市内事業
者の企業活動を下支えする。※１口5,000円で7,500円分の
商品券を販売。（No.6とNo.7は同一事業）
②委託費、通信運搬費
③総事業費71,951千円のうち58,894千円。総事業費71,951
千円の内訳：デジタル商品券業務委託料71,751千円（プレ
ミアム分原資57,500千円、運営費2,200千円、プラット
フォーム手数料9,488千円、広告費2,563千円）、通信運搬
費200千円
④商品券購入者、市内事業者

R7.6 R8.3

4
⑧地域公共交通・物
流や地域観光業等
に対する支援

香南市たまぁるかデジタル商品券事
業（物価高騰対策）(R7国予備費分）

①連続テレビ小説「あんぱん」の放送、高知ものべがわエ
リア観光博「ものべすと」開催による本市の経済効果を高
めるため、香南市内で利用できるプレミアム付デジタル商
品券を発行し、市内外からの観光客等を広く取り込むとと
もに、昨今の物価高騰に伴い影響を受けている市内事業
者の企業活動を下支えする。※１口5,000円で7,500円分の
商品券を販売。（No.6とNo.7は同一事業）
②委託費、通信運搬費
③総事業費71,951千円のうち10,805千円。総事業費71,951
千円の内訳：デジタル商品券業務委託料71,751千円（内
訳：プレミアム分原資57,500千円、運営費2,200千円、プ
ラットフォーム手数料9,488千円、広告費2,563千円）、通信
運搬費200千円、Cその他：ふるさと応援基金繰入金、一般
財源相当額。交付限度額超過のため。
④商品券購入者、市内事業者

R7.6 R8.3

5
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

収入保険制度物価高騰対策支援事
業費補助金

①原油価格等の高騰の影響を受けている農業者の経営
安定に資するため、収入保険料の一部に対し補助金を交
付することにより、負担軽減を図る。
②農業共済組合が取り扱う収入保険料の掛金（掛け捨て
分）
③上限額50千円（補助率1/2）×160名。Cその他：ふるさと
応援基金繰入金、一般財源相当額。交付限度額超過のた
め。
④市内農業者

R7.12 R8.3

6
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

飼料価格高騰緊急対策事業費補助
金

①穀物価格の上昇等により、配合飼料や飼料（乾牧草）の
価格が高止まりしている中で、畜産事業者の実負担額増
加を抑制するため、飼料購入費の一部を補填し、経営安
定化に繋げる。
②補助金
③本年4月１日現在で飼養している牛（酪農牛と畜産牛）の
頭数54頭×1.6千円× 12ヶ月。Cその他：ふるさと応援基金
繰入金、一般財源相当額。交付限度額超過のため。
④市内畜産事業者

R7.9 R8.3
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